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はじめに

『Sun Cluster Data Service for MySQLガイド (Solaris OS版)』は、SPARC®と x86
ベースシステムでの Sun™ Cluster HA for MySQLのインストールと構成について説
明します。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterとともに使用するボリューム管理ソフトウェアに
関する専門知識が必要です。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に必要なコマ
ンドについて説明しています。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドの包
括的な情報や手順 (システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など)に
ついては説明しません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順について
は、以下を参照してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。
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トピック 関連文書

データサービスの管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと機能 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。

関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルで説明するサン以外のWebサイトの利用については、サンは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、
コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではな
く、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに
伴って発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や
損失についても、Sunは一切の責任を負いません。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

製品のトレーニング
Sunでは、各種のインストラクタ指導によるコースや自由なペースで進めることがで
きるコースを通し、さまざまな Sun技術のトレーニングを提供しています。Sunが提
供しているトレーニングコースの情報や、クラスに参加する方法などについては、
Sun Microsystems Training (http://training.sun.com/)を参照してください。

問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。
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コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

SPARC:prtdiag
-v

システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for MySQLのインス
トールと構成

この章では、Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成の方法について説明し
ます。

この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成」
� 12ページの「Sun Cluster HA for MySQLの概要」
� 13ページの「Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成の計画」
� 22ページの「MySQLのインストールと構成」
� 25ページの「MySQLのインストールと構成の確認」
� 26ページの「Sun Cluster HA for MySQLパッケージのインストール」
� 28ページの「Sun Cluster HA for MySQLの登録と構成」
� 32ページの「Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成の確認」
� 33ページの「Sun Cluster HA for MySQL障害モニターの概要」
� 34ページの「Sun Cluster HA for MySQLをデバッグする」
� 36ページの「Sun Cluster HA for MySQLを使用するときに SC3.1にアップグ
レードする」

� 39ページの「Sun Cluster HA for MySQL使用時にMySQLを 3.23.54から 4.x.x
にアップグレードする」

Sun Cluster HA for MySQLのインス
トールと構成
表 1に、Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成に必要な作業を示します。
指定された順番どおりに、各作業を行なってください。
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表 1 Task Map: Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成

作業 参照先

1.インストールについて計画しま
す。

12ページの「Sun Cluster HA for MySQLの概要」

13ページの「Sun Cluster HA for MySQLのインストー
ルと構成の計画」

2. MySQLをインストールして構成
します。

22ページの「MySQLをインストールおよび構成するに
は」

3.インストールと構成を確認しま
す。

25ページの「MySQLのインストールと構成を確認する
には」

4. Sun Cluster HA for MySQL
Packageをインストールします。

26ページの「Sun Cluster HA for MySQLパッケージの
インストール」

5. Sun Cluster HA for MySQLを登録
して構成します。

28ページの「フェイルオーバーサービスとしての Sun
Cluster HA for MySQLの登録と構成方法」

6. Sun Cluster HA for MySQLのイン
ストールと構成を確認します。

33ページの「Sun Cluster HA for MySQLのインストー
ルと構成の確認方法」

7. Sun Cluster HA for MySQLの障害
モニターを理解します。

33ページの「Sun Cluster HA for MySQL障害モニター
の概要」

8. Sun Cluster HA for MySQLをデ
バッグします。

34ページの「Sun Cluster HA for MySQLをデバッグす
る」

9. Sun Cluster HA for MySQLを使用
するときに SC3.1にアップグレード
します。

36ページの「Sun Cluster HA for MySQLを使用すると
きに SC3.1にアップグレードする」

10. Sun Cluster HA for MySQLを使
用するときにMySQL 3.23.54から
4.0.15にアップグレードします。

39ページの「Sun Cluster HA for MySQL使用時に
MySQLを 3.23.54から 4.x.xにアップグレードする」

Sun Cluster HA for MySQLの概要
MySQLソフトウェアは、超高速で堅牢なマルチスレッドおよびマルチユーザー型の
SQL (Structured Query Language)データベースサーバーを提供します。MySQL
Serverは作業量の多い基幹系の本番システム用であるとともに、大量配備型のソフト
ウェアに組み込むことが想定されています。MySQLはMySQL AB™の商標です。

MySQLは、GNU一般公衆利用許諾契約条件のもとで無料で利用でき、
http://www.mysql.comからダウンロードできます。
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Sun Cluster HA for MySQLデータサービスのメカニズムによって、MySQLサービス
の順序正しい起動、停止、障害モニター、自動フェイルオーバーを実行できます。次
のMySQLコンポーネントは、Sun Cluster HA for MySQLデータサービスによって保
護されます。

表 2コンポーネントの保護

構成要素 コンポーネントを保護するデータサービス

MySQLサーバー Sun Cluster HA for MySQL

Sun Cluster HA for MySQLのインス
トールと構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成の計画について説明しま
す。

構成に関する制限事項
ここでは、Sun Cluster HA for MySQLにのみ適用されるソフトウェアとハードウェア
構成の制限事項を示します。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、『Sun Cluster Release
Notes』を参照してください。

注意 –これらの制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場
合があります。

� Sun Cluster for MySQLはフェイルオーバーデータサービスとしてのみ構成が可能
であり、スケーラブルデータサービスとしては構成できません。

� MySQL構成ファイル (my.cnf)は、必ずMySQLデータベースディレクトリに格納
するべきです。my.cnfをローカルファイルシステムに保管しなければならない場
合は、MySQLデータベースディレクトリからのシンボリックリンクを作成しま
す。コマンド行オプションが書き換えられる可能性があるため、構成ファイル
my.cnfは /etc (広域ファイル)には格納するべきではありません。

� サポートされる構成 –現在 Sun Cluster HA for MySQLデータサービスがサポート
する構成は次のとおりです。

� マスター構成で単一または複数のMySQLインスタンス

Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成 13



� スレーブ構成で単一または複数のMySQLインスタンス

注 –マスターインスタンスとスレーブインスタンスを同じ物理ノードに配置し
ないでください。

� クラスタファイルシステムへのMySQLのインストール— MySQLの配布方法
(http://www.mysql.comから配布する、またはほかのソースから配布する)に関係
なく、次の制限事項が適用されます。

� 各MySQLインスタンスは一意のデータベースディレクトリを持っている必要
があります。このデータベースディレクトリは、フェイルオーバーファイルシ
ステムまたは広域ファイルシステムとしてマウントできます。

注 –広域ファイルシステムをマウントする場合は /globalという接頭辞を指定し、
フェイルオーバーファイルシステムをマウントする場合は /localという接頭辞を指
定するのが最適です。

例 1 MySQLインスタンス (広域ファイルシステムの場合)

次に、MySQLと 2つのMySQLインスタンス (mysql-data-1と mysql-data-2)
の両方を広域ファイルシステムにインストールする例を示します。最終出力は、
Veritas Volume Managerを使用して配備されたMySQLに対応する /etc/vfstabエ
ントリのサブセットです。

# ls -l /usr/local
total 4
drwxrwxrwx 2 root other 512 Oct 1 16:44 bin
lrwxrwxrwx 1 root other 13 Oct 11 11:20 mysql -> /global/mysql
#
# ls -l /global/mysql
total 10432
drwxr-xr-x 13 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 .
drwxrwxrwx 7 root other 2048 Apr 11 09:53 ..
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 19106 Mar 15 23:29 COPYING
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 28003 Mar 15 23:29 COPYING.LIB
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 126466 Mar 15 16:47 ChangeLog
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 6811 Mar 15 23:29 INSTALL-BINARY
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 1937 Mar 15 16:47 README
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 1536 Mar 16 00:03 bin
-rwxr-xr-x 1 mysql mysql 773 Mar 16 00:03 configure
drwxr-x--- 4 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 data
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 1024 Mar 16 00:03 include
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 lib
drwxr-xr-x 3 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 man
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 2676944 Mar 15 23:23 manual.html
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 2329252 Mar 15 23:23 manual.txt
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 98233 Mar 15 23:23 manual_toc.html
drwxr-xr-x 6 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 mysql-test
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例 1 MySQLインスタンス (広域ファイルシステムの場合) (続き)

drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 scripts
drwxr-xr-x 3 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 share
drwxr-xr-x 7 mysql mysql 1024 Mar 16 00:03 sql-bench
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 support-files
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 tests
# ls -l /global/mysql-data-1
Total 30
drwxrwxrwx 9 mysql mysql 512 Apr 15 12:06 .
drwxrwxrwx 20 root root 1024 Apr 10 12:41 ..
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Apr 15 12:00 BDB
drwxrwxrwx 2 mysql mysql 512 Apr 15 11:59 innodb
drwxrwxrwx 2 mysql mysql 2048 Apr 15 14:47 logs
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 1432 Apr 15 11:58 my.cnf
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 11:59 mysql
-rw-rw---- 1 mysql mysql 5 Apr 15 14:47 mysqld.pid
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 14:53 sc3_test_database
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 11:58 test
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 12:00 testdb
#

# ls -l /global/mysql-data-2
total 32
drwxrwxrwx 9 mysql mysql 512 Apr 15 07:49 .
drwxrwxrwx 20 root root 1024 Apr 10 12:41 ..
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:16 BDB
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:14 innodb
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 2560 Apr 15 10:15 logs
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 1459 Apr 14 11:13 my.cnf
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:14 mysql
-rw-rw---- 1 mysql mysql 5 Apr 15 10:10 mysqld.pid
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 10:10 sc3_test_database
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:14 test
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:16 testdb

# more /etc/vfstab (Subset of the output)
/dev/vx/dsk/dg1/vol01 /dev/vx/rdsk/dg1/vol01 /global/mysql ufs 2
yes global,logging
/dev/vx/dsk/dg2/vol01 /dev/vx/rdsk/dg2/vol01 /global/mysql-data-1 ufs 2
yes global,logging
/dev/vx/dsk/dg2/vol01 /dev/vx/rdsk/dg2/vol01 /global/mysql-data-2 ufs 2
yes global,logging

#

注 –この例では、1番目のMySQLインスタンスのデータベースディレクトリは
/global/mysql-data-1であり、2番目のMySQLインスタンスのデータベース
ディレクトリは /global/mysql-data-2です。
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例 2 MySQLインスタンス (フェイルオーバーファイルシステムの場合)

次にMySQLをローカルファイルシステムに、2つのMySQLインスタンス
(mysql-data-1と mysql-data-2)をフェイルオーバーファイルシステムにインス
トールする例を示します。最終出力は、Veritas Volume Managerを使用して配備され
たMySQLに対応する /etc/vfstabエントリのサブセットです。

# ls -l /usr/local/mysql
total 10432
drwxr-xr-x 13 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 .
drwxrwxrwx 7 root other 2048 Apr 11 09:53 ..
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 19106 Mar 15 23:29 COPYING
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 28003 Mar 15 23:29 COPYING.LIB
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 126466 Mar 15 16:47 ChangeLog
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 6811 Mar 15 23:29 INSTALL-BINARY
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 1937 Mar 15 16:47 README
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 1536 Mar 16 00:03 bin
-rwxr-xr-x 1 mysql mysql 773 Mar 16 00:03 configure
drwxr-x--- 4 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 data
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 1024 Mar 16 00:03 include
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 lib
drwxr-xr-x 3 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 man
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 2676944 Mar 15 23:23 manual.html
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 2329252 Mar 15 23:23 manual.txt
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 98233 Mar 15 23:23 manual_toc.html
drwxr-xr-x 6 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 mysql-test
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 scripts
drwxr-xr-x 3 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 share
drwxr-xr-x 7 mysql mysql 1024 Mar 16 00:03 sql-bench
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 support-files
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Mar 16 00:03 tests
# ls -l /local/mysql-data-1
Total 30
drwxrwxrwx 9 mysql mysql 512 Apr 15 12:06 .
drwxrwxrwx 20 root root 1024 Apr 10 12:41 ..
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Apr 15 12:00 BDB
drwxrwxrwx 2 mysql mysql 512 Apr 15 11:59 innodb
drwxrwxrwx 2 mysql mysql 2048 Apr 15 14:47 logs
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 1432 Apr 15 11:58 my.cnf
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 11:59 mysql
-rw-rw---- 1 mysql mysql 5 Apr 15 14:47 mysqld.pid
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 14:53 sc3_test_database
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 11:58 test
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 12:00 testdb
#

#ls -l /local/mysql-data-2
total 32
drwxrwxrwx 9 mysql mysql 512 Apr 15 07:49 .
drwxrwxrwx 20 root root 1024 Apr 10 12:41 ..
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:16 BDB
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:14 innodb
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 2560 Apr 15 10:15 logs
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 1459 Apr 14 11:13 my.cnf
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:14 mysql
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例 2 MySQLインスタンス (フェイルオーバーファイルシステムの場合) (続き)

-rw-rw---- 1 mysql mysql 5 Apr 15 10:10 mysqld.pid
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 15 10:10 sc3_test_database
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:14 test
drwx------ 2 mysql mysql 512 Apr 14 11:16 testdb

# more /etc/vfstab (Subset of the output)
/dev/vx/dsk/dg2/vol01 /dev/vx/rdsk/dg2/vol01 /local/mysql-data-1 ufs 2
yes logging
/dev/vx/dsk/dg2/vol01 /dev/vx/rdsk/dg2/vol01 /local/mysql-data-2 ufs 2
yes logging

#

注 –この例では、1番目のMySQLインスタンスのデータベースディレクトリは
/local/mysql-data-1であり、2番目のMySQLインスタンスのデータベース
ディレクトリは /local/mysql-data-2です。

構成に関する要件
ここで説明する要件が適用されるのは、Sun Cluster HA for MySQLに限られます。
Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成を始める前に、次の要件を満たして
おく必要があります。

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

Sun Cluster HA for MySQLのコンポーネントとコンポー
ネント間の依存関係
MySQLコンポーネントとそれらの依存関係— Sun Cluster HA for MySQLデータ
サービスは、MySQLインスタンスとそれぞれのコンポーネントを保護するように構
成できます。コンポーネントと各コンポーネント間の依存関係について簡単に説明し
ます。

注 –この例では、1番目のMySQLインスタンスのデータベースディレクトリは
/local/mysql-data-1であり、2番目のMySQLインスタンスのデータベース
ディレクトリは /local/mysql-data-2です。
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表 3 Sun Cluster HA for MySQLの依存関係

構成要素 説明

MySQLサーバー → SUNW.LogicalHostリソース

SUNW.LogicalHostリソースは、MySQL IPアドレスを管理し、そ
の IPアドレスが実際に使用されるまではMySQLが起動しないよう
にします。

MySQLサーバー → SUNW.HAStoragePlusリソース

SUNW.HAStoragePlusリソースは、MySQLのファイルシステムの
マウントポイントを管理し、ファイルシステムがマウントされるま
ではMySQLが起動しないようにします。

Sun Cluster HA for MySQLの登録と構成ファイル
MySQLコンポーネントには 2つの構成/登録ファイルがあり、ファイルは
/opt/SUNWscmys/utilに格納されています。これらのファイルを使用すると、
MySQLコンポーネントを Sun Clusterに登録でき、さらに、MySQLインスタンスを
登録する準備を行うことができます。

これらのファイル内では、適切な依存関係が適用されます。

例 3 Sun Cluster用のMySQL構成/登録ファイル

# cd /opt/SUNWscmys
#
# ls -l util
-rwxr-xr-x 1 root other 1208 Mar 25 13:49 ha_mysql_config
-rwxr-xr-x 1 root other 820 Mar 25 13:55 ha_mysql_register
-rwxr-xr-x 1 root other 1105 Apr 16 07:48 mysql_config
-rwxr-xr-x 1 root other 2993 Apr 11 10:57 mysql_register
#
# more util/*config
::::::::::::::
util/mysql_config
::::::::::::::
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by mysql_register and the parameters
# listed below will be used.
#

# Where is mysql installed (BASEDIR)
(日本語訳)
# mysql のインストール場所 (BASEDIR)
MYSQL_BASE=

# Mysql admin-user for localhost
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例 3 Sun Cluster用のMySQL構成/登録ファイル (続き)

(日本語訳)
# ローカルホストの mysql 管理ユーザー
MYSQL_USER=

# Password for mysql admin user
(日本語訳)
# mysql 管理ユーザー用のパスワード
MYSQL_PASSWD=

# Configured logicalhost
(日本語訳)
# 構成済み論理ホスト
MYSQL_HOST=

# Specify a username for a faultmonitor user
(日本語訳)
# 障害モニターユーザーのユーザー名を指定する
FMUSER=

# Pick a password for that faultmonitor user
(日本語訳)
# 障害モニターユーザー用のパスワードを選ぶ
FMPASS=

# Socket name for mysqld ( Should be /tmp/<logical host>.sock )
(日本語訳)
# mysqld のソケット名 (/tmp/<logical host>.sock )
MYSQL_SOCK=/tmp/<logical host>.sock

# FOR SC3.1 ONLY, Specify the physical hostname for the
# physical NIC that this logicalhostname belongs to for every node in the
# cluster this Resourcegroup can located on.
# IE: The logicalhost lh1 belongs to hme1 for physical-node phys-1 and
# hme3 for physical-node phys-2. The hostname for hme1 is phys-1-hme1 and
# for hme3 on phys-2 it is phys-2-hme3.
# IE: MYSQL_NIC_HOSTNAME="phys-1-hme1 phys-2-hme3"
(日本語訳)
# SC3.1 に限り、物理 NIC には物理ホスト名を指定してください。
# SC3.1 の論理ホスト名は、このリソースグループを置くことができる
# クラスタのすべてのノードに属します。
# 例: 論理ホスト lh1 は、物理ノード phys-1 では hme1 に属し、
# 物理のノード phys-2 では hme3 に属します。hme1 のホスト名は phys-1-hme1、
# phys-2 の hme3 のホスト名は phys-2-hme3 です。
# 例: MYSQL_NIC_HOSTNAME="phys-1-hme1 phys-2-hme3"
MYSQL_NIC_HOSTNAME=""
::::::::::::::
util/ha_mysql_config
::::::::::::::
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by ha_mysql_register and the parameters
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例 3 Sun Cluster用のMySQL構成/登録ファイル (続き)

# listed below will be used.
(日本語訳)
# このファイルは ha_mysql_register によって有効化され、以下のパラメータ
# が使用されます。
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# BASEDIR - name of the Mysql bin directory
# DATADIR - name of the Mysql Data directory
# MYSQLUSER - name of the user Mysql should be started of
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# MYSQLHOST - name of the host in /etc/hosts
# FMUSER - name of the Mysql fault monitor user
# FMPASS - name of the Mysql fault monitor user password
# LOGDIR - name of the directory mysqld should store it’s logfile.
# CHECK - should HA-MySQL check MyISAM index files before start YES/NO.
# HAS_RS - name of the mysql HAStoragePlus SC resource
#
# The following examples illustrate sample parameters
# for Mysql
#
# BASEDIR=/usr/local/mysql
# DATADIR=/global/mysqldata
# MYSQLUSER=mysql
# LH=mysqllh
# MYSQLHOST=mysqlipname
# FMUSER=fmuser
# FMPASS=fmuser
# LOGDIR=/global/mysqldata/logs
# CHECK=YES
#
(日本語訳)
# このパラメータは (キー=値) 形式でカスタマイズできます。
#
# RS - アプリケーションのリソース名
# RG - RS を含むリソースグループ名
# BASEDIR - Mysql bin ディレクトリ名
# DATADIR - Mysql Data ディレクトリ名
# MYSQLUSER - Mysql の起動ユーザー名
# LH - LogicalHostname SC リソース名
# MYSQLHOST - name of the host in /etc/hosts
# FMUSER - Mysql 障害モニターユーザー名
# FMPASS - Mysql 障害モニターユーザー用のパスワード名
# LOGDIR - mysqld がログファイルを格納するディレクトリ名
# CHECK - HA-MySQL が MyISAM のインデックスファイルをチェックしてからスタート
# する、YES/NO
# HAS_RS - mysql HAStoragePlus SC リソース名
#
# 以下に、Mysql のパラメータの例を示します。
#
# BASEDIR=/usr/local/mysql
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例 3 Sun Cluster用のMySQL構成/登録ファイル (続き)

# DATADIR=/global/mysqldata
# MYSQLUSER=mysql
# LH=mysqllh
# MYSQLHOST=mysqlipname
# FMUSER=fmuser
# FMPASS=fmuser
# LOGDIR=/global/mysqldata/logs
# CHECK=YES

RS=
RG=
BASEDIR=
DATADIR=
MYSQLUSER=
LH=
MYSQLHOST=
FMUSER=
FMPASS=
LOGDIR=
CHECK=
HAS_RS=

#

my.cnfファイルの説明
my.cnf file — Sun Cluster HA for MySQLデータサービスには my.cnfのサンプル
ファイルが 2つ (マスター構成用とスレーブ構成用)用意されています。ただし、最低
でも次のパラメータを設定する必要があります。

注 – MySQLの中で、my.cnfは重要なファイルです。各パラメータの設定の詳細につ
いては、MySQL のマニュアルを参照してください。

マスター構成のセクション [mysqld]内のMySQLファイル my.cnf

� bind addressには、定義済みの論理ホスト IP名を設定する必要があります。
� socketは、/tmp/<論理ホスト IP名>.sockとして定義されます。
� log-binオプションを使用する場合、binlog-ignore-dbには sc3_test_databaseを
指定します。

スレーブ構成のセクション [mysqld]内のMySQLファイル my.cnf

� bind addressには、定義済みの論理ホスト IP名を設定する必要があります。
� socketは、/tmp/<論理ホスト IP名>.sockとして定義されます。
� log-binオプションを使用する場合、binlog-ignore-dbには sc3_test_databaseを
指定します。
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� master—hostは、マスターインスタンスが存在するホスト名です。

� master—userは、スレーブがマスターに対する識別に使用するユーザー名です。

� master—passwordは、スレーブがマスターに対する識別に使用するパスワードで
す。

� master-info-fileは、複製プロセス時に、MySQLがマスター上で停止した位置を記
憶しているファイルの保管場所です。このファイルは GFS/FFS上に置く必要があ
ります。

MySQLのインストールと構成
この節では、MySQLのインストールと構成に必要な手順について説明します。

MySQLの特定のディレクトリが参照されます。次に、これらの参照への一般的なパ
ス名を示します。13ページの「構成に関する制限事項」を参照してください。

� MySQLが http://www.mysql.comから広域ファイルシステムにインストールさ
れ、MySQLインスタンスが広域ファイルシステムにインストールされる場合 (例 1
を参照)

� MySQLベースディレクトリ— /global/mysql
� MySQLデータベースディレクトリ— /global/mysqldata

� MySQLがローカルファイルシステムにインストールされ、MySQLインスタンス
がフェイルオーバーファイルシステムにインストールされる場合 (例 2を参照)

� MySQLベースディレクトリ— /usr/local/mysql
� MySQLデータベースディレクトリ— /local/mysqldata

� MySQLをインストールおよび構成するには

1. Sun ClusterにおけるMySQLの配備方法を決定します。

� 配備するMySQLインスタンス数を決定します。
� 各MySQLインスタンスで使用するクラスタファイルシステムを決定します。

2. MySQLクラスタファイルシステムをマウントします。

注 – MySQLインスタンスにフェイルオーバーファイルシステムを使用させる場合
は、手動でファイルシステムをマウントする必要があります。

3. Sun Cluster内の全ノードにMySQLをインストールします。

手順
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MySQLは広域ファイルシステムにインストールすることをお勧めします。ローカ
ルファイルシステムにソフトウェアをインストールした場合とクラスタファイルシ
ステムにインストールした場合の長所と短所については、『Sun Clusterデータ
サービスのインストールと構成』の「アプリケーションバイナリの格納先の決定」
を参照してください。

http://www.mysql.comからMySQLをダウンロードする— MySQLソフトウェア
用にローカルディスクを使用する予定の場合、この手順を Sun Cluster内のすべて
のノード上で繰り返す必要があります。

4. MySQLを実行するクラスタ内のすべてのノードでMySQL用のmysql-userと
mysql-groupを作成します。

Sun Clusterのすべてのノードで、/etc/groupにエントリを作成します。

�

# groupadd -g 1000 mysql

Sun Clusterのすべてのノードで、/etc/passwdにエントリを作成します。こ
のユーザーにはロックしたパスワードを与えてください。

# useradd -u 1000 -g 1000 -d /global/mysql -s /bin/sh mysql

5. MySQLバイナリ用の所有者とグループを変更します。

MySQLバイナリがすべてのノードにある場合は、すべてのノードでこの手順を繰
り返す必要があります。

# chown -R mysql:mysql /global/mysql

6. MySQLインスタンス用のMySQLデータベースディレクトリを作成します。

# mkdir <MySQL Database directory>
#

注 – <MySQL Database directory>については、13ページの「構成に関する制限事
項」を、一般的なパス名については、22ページの「MySQLのインストールと構
成」を参照してください。

MySQLインスタンスを 1つ示します。MySQLは、http://www.mysql.comから
広域ファイルシステムとしてマウントされた /global/mysqlにインストールさ
れています。このMySQLインスタンス用のMySQLデータベースディレクトリは
/global/mysql-dataです。

# cd /global/mysql
#
# ls -l
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 19106 Dec 10 14:52 COPYING
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 28003 Dec 10 14:52 COPYING.LIB
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 44577 Dec 5 10:37 ChangeLog
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 6811 Dec 10 14:53 INSTALL-BINARY
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 1976 Dec 5 10:37 README
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drwxr-xr-x 2 mysql mysql 1024 Dec 13 18:05 bin
-rwxr-xr-x 1 mysql mysql 773 Dec 10 15:34 configure
drwxr-x--- 3 mysql mysql 512 Apr 3 12:23 data
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 1024 Dec 10 15:35 include
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Dec 10 15:35 lib
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Dec 10 15:35 man
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 2582089 Dec 10 14:47 manual.html
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 2239278 Dec 10 14:47 manual.txt
-rw-r--r-- 1 mysql mysql 94600 Dec 10 14:47 manual_toc.html
drwxr-xr-x 6 mysql mysql 512 Dec 10 15:35 mysql-test
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Dec 10 15:35 scripts
drwxr-xr-x 3 mysql mysql 512 Dec 10 15:35 share
drwxr-xr-x 7 mysql mysql 1024 Dec 10 15:35 sql-bench
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Dec 10 15:35 support-files
drwxr-xr-x 2 mysql mysql 512 Dec 10 15:35 tests

#

7. 必要に応じてMySQLファイルmy.cnfを作成します。— Sun Cluster HA for
MySQLデータサービスには、MySQL用にサンプル my.cnfファイルが 2つ用意
されています。1つはマスター構成用のサンプル構成ファイル、もう 1つはスレー
ブ構成用のサンプルファイルです。

注 – Sun Clusterの初回のインストール時に Sun Cluster HA for MySQLパッケー
ジ (SUNWscmys)をインストールしなかった場合は、26ページの「Sun Cluster
HA for MySQLパッケージのインストール」に進んでパッケージを SC3.1と
SC3.0U3にインストーしてください。そのあと、ここへ戻ってMySQLのインス
トールと構成を続けてください。

/opt/SUNWscmys/etc/my.cnf_sample_[master|slave]はサンプルの
MySQL構成ファイルであり、このファイルを使用すると、独自のMySQLインス
タンス用の <MySQL Databasedirectory>/my.cnfを作成できます。ただし、各自の
構成値が反映されるように、ファイルを編集する必要があります。

# cp /opt/SUNWscmys/etc/my.cnf_sample_master \

<MySQL Databasedirectory>/my.cnf

8. MySQLインスタンスのブートストラップを実行します。—これによって、特権
テーブル db、host、user、tables_priv、および columns_privが funcテーブルと
ともにmysqlデータベース内に作成されます。

# cd <MySQL Basedirectory>

# ./scripts/mysql_install_db \

--datadir=<MySQL Database directory>

9. <MySQL Database Directory>にログファイルディレクトリを作成します。

# mkdir <MySQL Database Directory>/logs

10. <MySQL Database Directory>用の所有者とグループを変更します。

# chown -R mysql:mysql <MySQL Database Directory>
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11. <MySQL Database Directory>/my.cnfファイルのアクセス権を変更します。

# chmod 644 <MySQL Database Directory>/my.cnf

MySQLのインストールと構成の確認
この節では、インストールと構成の確認に必要な手順を説明します。

� MySQLのインストールと構成を確認するには
データサービスをまだインストールしていないため、この手順ではアプリケーション
の可用性が高いかどうかを確認することはできません。

注 – MySQLのインストールと構成を確認する前に、MySQLに対応する論理ホスト名
が使用可能かどうかを確認します。論理ホスト名を利用するには、28ページ
の「フェイルオーバーサービスとしての Sun Cluster HA for MySQLの登録と構成方
法」の手順 2から手順 7までを完了する必要があります。

1. このインスタンス用にMySQLサーバーを起動します。

#cd <MySQL Basedirectory>

# ./bin/mysqld --defaults-file=<MySQL Databasedirectry>/my.cnf \
--basedir=<MySQL Basedirectory>\
--datadir=<MySQL Databasedirectory>\
--user=mysql --pid-file=<MySQL Databasedirectory>/mysqld.pid &

2. MySQLインスタンスに接続します。

# <MySQL Basedirectory>/bin/mysql -h <Logical host> -uroot

3. MySQLサーバーインスタンスを停止します。

# kill -TERM ‘cat <MySQL Databasedirectory>/mysqld.pid

手順
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Sun Cluster HA for MySQLパッケージ
のインストール
Sun Clusterの初回のインストールで Sun Cluster HA for MySQLパッケージをインス
トールしなかった場合は、ここで説明する作業を行なってパッケージをインストール
してください。この手順は、Sun Cluster HA for MySQLパッケージをインストールす
る各クラスタノード上で個別に実行します。この手順を実行するには、Sun Cluster
Agents CD-ROMが必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

次のインストールツールのどれか 1つを使用して、Sun Cluster HA for MySQL
パッケージをインストールしてください。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03より前のリリースで
は利用できません。

Solaris 10を使用している場合は、これらのパッケージを大域ゾーンにだけインストー
ルしてください。パッケージをインストールしたあとで作成されたローカルゾーンに
それらのパッケージが転送されないようにするには、scinstallユーティリティー
を使用してパッケージをインストールしてください。Web Startプログラムは使用し
ないでください。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for MySQLパッケージをインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for MySQLパッケージをインストールするクラスタノード上で、
スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIでWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環境変数が
設定されていることを確認してください。

手順
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3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for MySQLコンポーネントディレクトリに移動しま
す。

Sun Cluster HA for MySQLデータサービスのWeb Startプログラムは、この
ディレクトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_MySQL_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、一般を選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、カスタムを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for MySQLパッケージをイ
ンストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリーが出力
されます。このサマリーを使用して、インストール時にWeb Startによって作成さ
れたログを確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレ
クトリにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブから取り出します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

� scsintall ユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for MySQLパッケージをインストール
する
この作業には、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。この手順では、Sun Cluster
の初期インストール時にデータサービスパッケージをインストールしていない場合を
想定しています。

Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成 27



Sun Clusterの初回のインストールで Sun Cluster HA for MySQLパッケージをインス
トールした場合は、28ページの「Sun Cluster HA for MySQLの登録と構成」に進ん
でください。

この作業は、Sun Cluster HA for MySQLデータサービスを実行できるすべてのノード
で行います。

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

2. オプションを指定せずに scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。
ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。
選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

Sun Cluster HA for MySQLの登録と構
成
ここでは Sun Cluster HA for MySQLの構成手順について説明します。

� フェイルオーバーサービスとしての Sun Cluster
HA for MySQLの登録と構成方法
この手順は、Sun Clusterの初回のインストール時にこのデータサービスパッケージを
インストールしている場合を想定しています。

Sun Clusterの初回のインストールで Sun Cluster HA for MySQLパッケージをインス
トールしなかった場合は、27 ページの「 scsintall ユーティリティーを使用して
Sun Cluster HA for MySQLパッケージをインストールする」に進んでください。

手順
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1. MySQLのホストとなるクラスタノードの 1つで、スーパーユーザーになります。

2. SUNW.gdsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

3. SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

4. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g MySQL-failover-resource-group

5. MySQLディスク記憶装置に対応するリソースを作成します。

# scrgadm -a -j MySQL-has-resource \
-g MySQL-failover-resource-group \
-t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=MySQL- instance-mount-points

6. MySQL論理ホスト名に対応するリソースを作成します。

# scrgadm -a -L -j MySQL-lh-resource \
-g MySQL-failover-resource-group \

-l MySQL-logical-hostname

7. MySQLディスク記憶装置と論理ホスト名のリソースが組み込まれたフェイルオー
バーリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g MySQL-failover-resource-group

注 – mysql_install_dbを実行したノード上でリソースグループを有効にする必要が
あります。

8. MySQLサーバーインスタンスを手動で起動します。

#cd <MySQL Basedirectory>

# ./bin/mysqld --defaults-file=<MySQL Databasedirectry>/my.cnf \
--basedir=<MySQL. Basedirectory>\
--datadir=<MySQL Databasedirectory>\
--user=mysql\

--pid-file=<MySQL Databasedirectory>/mysqld.pid &

9. adminユーザー用の adminパスワードを設定します。

# <MySQL Databasedirectry>/bin/mysqladmin -S /tmp/<Logical host>.sock password ’admin password’

10. MySQLインスタンスに対応する障害モニターユーザーとテスト用データベースを
作成します。

# cd /opt/SUNWscmys/util

手順
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mysql_configファイルを編集し、ファイル内のコメントに従います。

# mysql のインストール場所 (BASEDIR)
MYSQL_BASE=

# ローカルホストの Mysql 管理ユーザー (root)
MYSQL_USER=

# mysql 管理ユーザーのパスワード
MYSQL_PASSWD=

# 構成済み論理ホスト
MYSQL_HOST=

# 障害モニターユーザーのユーザー名を指定する
FMUSER=

# 障害モニターユーザー用のパスワードを選ぶ
FMPASS=

# mysqld のソケット名 (/tmp/<Logical host>.sock)
MYSQL_SOCK=

# SC3.1 に限り、物理 NIC には物理ホスト名を指定してください。
# SC3.1 の論理ホスト名は、このリソースグループを置くことができる
# クラスタのすべてのノードに属します。
# 例: 論理ホスト lh1 は、物理ノード phys-1 では hme1 に属し、
# 物理ノード phys-2 では hme3 に属します。hme1 のホスト名は phys-1-hme1、
# phys-2 の hme3 のホスト名は phys-2-hme3 です。
# 例: MYSQL_NIC_HOSTNAME="phys-1-hme1 phys-2-hme3"

MYSQL_NIC_HOSTNAME=""

注 – SC 3.1上のMySQLインスタンスの例を示します。

MYSQL_BASE=/global/mysql
MYSQL_USER=root
MYSQL_PASSWD=root
MYSQL_HOST=hahostix1
FMUSER=fmuser
FMPASS=fmuser
MYSQL_SOCK=/tmp/hahostix1.sock

MYSQL_NIC_HOSTNAME="clusterix1 clusterix2"

注 – SC3.0U3を使用している場合は、MYSQL_NIC_HOSTNAMEパラメータを省
略してください。

mysql_configを編集したあとは、mysql_registerスクリプトを実行する必要があ
ります。

# ./mysql_register

30 Sun Cluster Data Service for MySQLガイド (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



11. MySQLサーバーインスタンスを手動で停止します。

# kill -TERM ‘cat <MySQL Databasedirectry>/mysqld.pid

12.フェイルオーバーデータサービスとしてMySQLを作成し、登録します。

# cd /opt/SUNWscmys/util

ha_mysql_configファイルを編集し、ファイル内のコメントに従います。コメ
ントの例を示します。

次のパラメータは (キー=値) の形式でカスタマイズできます。
#
# RS - アプリケーションのリソース名
# RG - RS を含むリソースグループ名
# BASEDIR - Mysql bin ディレクトリ名
# DATADIR - Mysql Data ディレクトリ名
# MYSQLUSER - Mysql の起動ユーザー名
# LH - LogicalHostname SC リソース名
# MYSQLHOST - name of the host in /etc/hosts
# FMUSER - Mysql 障害モニターユーザー名
# FMPASS - Mysql 障害モニターユーザー用のパスワード名
# LOGDIR - mysqld がログファイルを格納するディレクトリ名
# CHECK - HA-MySQL が MyISAM のインデックスファイルをチェックしてからスタートする、YES/NO
# HAS_RS - MySQL HAStoragePlus SC リソース名
#

MySQLインスタンスの例は次のようになります。

RS=mysql-res
RG=mysql-rg
BASEDIR=/global/mysql
DATADIR=/global/mysql-data
MYSQLUSER=mysql
LH=hahostix1
MYSQLHOST=hahostix1
FMUSER=fmuser
FMPASS=fmuser
LOGDIR=/global/mysql-data/logs
CHECK=YES

HAS_RS=mysql-has-res

13.各MySQLリソースを有効にします。

複数のインスタンスを作成した場合は、MySQLインスタンスごとにこの手順を繰
り返します。

# scstat -g

# scswitch -e -j MySQL-resource

14. MySQL Logicalhost ip nameを使用して、MySQLインスタンスにローカルにアクセ
スするための管理ユーザーを追加します。
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注 – MySQLインスタンスへのアクセスをソケット (ローカルホスト)からだけにす
る場合は、この手順を省略します。

MySQLのブートストラップを実行するとき、コマンド mysql_install_dbは 2人の
管理ユーザー、つまりローカルホストに属する管理ユーザーと mysql_install_dbを
実行したノードに属する管理ユーザーを作成します。

SC3.0U3を使用している場合は、物理ノードに属する rootユーザーを削除し、論
理ホストに属する管理ユーザーを追加するべきです。

次に、SC3.0U3でのMySQLインスタンスの例を示します。

# mysql -S /tmp/hahostix1.sock -uroot
mysql> use mysql;
mysql> DELETE FROM user where User=’root’ AND Host=’clusterix1’;
mysql> GRANT ALL ON *.* TO ’root’@’hahostix1’ IDENTIFIED BY ’rootpasswd’;

mysql> exit;

SC3.1を使用する場合は、クラスタ内のこのMySQLインスタンスが動作するすべ
ての物理ノードに、adminユーザーを追加します。

注 –ノード名と物理インタフェースのホスト名が異なる場合は、物理インタフェー
スのホスト名を使用します。

次に、SC3.1でのMySQLインスタンスの例を示します。

# mysql -S /tmp/hahostix1.sock -uroot
mysql> use mysql;
mysql> mysql> GRANT ALL ON *.* TO ’root’@’clusterix2’ IDENTIFIED BY ’rootpasswd’;
mysql> mysql> GRANT ALL ON *.* TO ’root’@’clusterix1’ IDENTIFIED BY ’rootpasswd’;

mysql> exit;

注 – adminユーザーに Grant_privを手動で追加する必要があります。MySQLの管
理マニュアルを参照してください。

Sun Cluster HA for MySQLのインス
トールと構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされ構成されているかどうかを確認
する手順について説明します。
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� Sun Cluster HA for MySQLのインストールと構成
の確認方法

1. MySQLのホストとなるクラスタノードの 1つで、スーパーユーザーになります。

2. scstatを使用して、すべてのMySQLリソースがオンライン状態であることを確
認します。

# scstat

オンラインになっていないMySQLリソースごとに、次のように scswitchコマ
ンドを使用します。

# scswitch -e -j MySQL- resource

3. scswitchコマンドを実行し、MySQLリソースグループをほかのクラスタノード
(node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g MySQL-failover-resource-group -h node2

Sun Cluster HA for MySQL障害モニ
ターの概要
ここでは、Sun Cluster HA for MySQL障害モニターのプローブアルゴリズムまたは機
能について説明し、プローブの失敗に関連する条件、メッセージ、回復処理を示しま
す。

障害モニターの概念については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

リソースプロパティー
Sun Cluster HA for MySQL障害モニターでは、リソースタイプ SUNW.gdsと同じリ
ソースプロパティーを使用します。使用するリソースプロパティーの全リストについ
ては、SUNW.gds(5) のマニュアルページを参照してください。

検証アルゴリズムと機能
� MySQLの検証手順

� Thorough_probe_intervalの間、休止します。

手順
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� コマンド mysqladmin、引数 ping、および定義済みの障害モニターユーザー障
害 <fmuser>を使用して、MySQLインスタンスに接続します。失敗した場合、
MySQLリソースが再起動されます。

� さらに 300秒間隔で、次の条件も検証します。

MySQLインスタンスがスレーブ構成の場合、プローブはMySQLインスタンス
が対応するマスターに接続されているかどうかを調べます。スレーブが接続さ
れていない場合、システムログにエラーメッセージが書き込まれます。

内容ではなく、すべてのデータベースとテーブルが一覧表示できるか確認され
ます。何らかのエラーが発生した場合は、エラーメッセージが syslogに書き込
まれます。

定義されたテストデータベース上で機能テストが実行されます (たとえば、
テーブルの作成、テーブルへの挿入、テーブルの更新、テーブルからの削除、
テーブルのドロップ)。動作が 1つでも失敗すると、MySQLリソースが再起動
されます。

� すべてのMySQLプロセスが停止した場合は、pmfがプローブに割り込み、た
だちにMySQLリソースが再起動されます。

� MySQLリソースが繰り返し再起動した結果、Retry_interval内の
Retry_countに達した場合に、Failover_enabledに TRUEが設定されて
いるときは、リソースグループはほかのノードにフェイルオーバーされます。

Sun Cluster HA for MySQLをデバッグ
する

� Sun Cluster HA for MySQLのデバッグを有効にす
る
ここでは、Sun Cluster HA for MySQLのデバッグを有効にする方法について説明しま
す。

Sun Cluster HA for MySQLは複数のMySQLインスタンスで使用できます。デバッグ
はすべてのMySQLインスタンスに対して有効にすることも、特定のMySQLインス
タンスに対して有効にすることもできます。

MySQLコンポーネントごとに DEBUGファイルがあり、/opt/SUNWscmys/etcに格
納されます。
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このファイルによって、Sun Clusterの特定のノードですべてのMySQLインスタンス
に対してデバッグを有効にすることも、あるいは特定のMySQLインスタンスに対し
てデバッグを有効にすることもできます。Sun Cluster全体にわたって、Sun Cluster
HA for MySQLのデバッグを有効にしなければならない場合は、Sun Cluster内のすべ
てのノードでこの手順を繰り返す必要があります。

1. /etc/syslog.confを編集します。

/etc/syslog.confを編集し、daemon.noticeを daemon.debugに変更しま
す。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.notice;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator

#

daemon.noticeを daemon.debugに変更し、syslogdを再起動します。次に示
す grep daemon /etc/syslog.conf コマンドの出力例では、daemon.debug
が設定されています。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.debug;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator
#
# pkill -1 syslogd

#

2. /opt/SUNWscmys/etc/configを編集し、DEBUG=を DEBUG=ALLまたは
DEBUG= resource に変更します。

# cat /opt/SUNWscmys/etc/config
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# Usage:
# DEBUG=<RESOURCE_NAME> or ALL
#
DEBUG=ALL

#

注 –デバッグを無効にするには、これらの手順を逆にします。

手順
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Sun Cluster HA for MySQLを使用する
ときに SC3.1にアップグレードする
ここでは、Sun Cluster HA for MySQLを使用するときに SC3.1にアップグレードする
方法について説明します。

注 –ここでは、SC3.1にアップグレードする手順については説明しません。Sun
Cluster HA for MySQLを SC3.1にアップグレードする手順に限定して説明します。

� Sun Cluster HA for MySQL使用時に Sun Cluster
3.1にアップグレードする
次に、Sun Cluster HA for MySQLを SC3.1にアップグレードする手順を示します。

1. —n —j MySQL- resourceを使用して、Sun Cluster HA for MySQLリソースを
シャットダウンします。

# scswitch -n -j MySQL- resource

2. Sun Clusterのマニュアルに従って、ノードを SC3.1にアップグレードします。

3. SC3.1上でMySQLサーバーを手動で起動します。

#cd <MySQL Basedirectory>

# ./bin/mysqld --defaults-file=<MySQL Databasedirectry>/my.cnf \
--basedir=<MySQL Basedirectory>\
--datadir=<MySQL Databasedirectory>\
--user=mysql\

--pid-file=<MySQL Databasedirectory>/mysqld.pid &

4. ソケットオプションを指定して、ローカルノードからMySQLインスタンスにア
クセスします。

#<MySQL Basedirectory>
/bin/mysql -S <MySQL Socket> -uroot \

-p<Adminpassword>\

MySQLインスタンスの例は次のようになります。

# mysql -s /tmp/hahostix1.sock -uroot -proot

mysql>

手順
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5. Sun Cluster HA for MySQLのテストデータベース sc3_test_databaseを削除
します。

# mysql -s /tmp/hahostix1.sock -uroot -proot
mysql> DROP DATABASE sc3_test_database;

Query OK, 0 rows affected (0.03 sec)

6. データベースmysql内のテーブル dbから、User=’<MySQL Faultmonitor user>’と
いう文字列を含むエントリをすべて削除します。

# mysql -s /tmp/hahostix1.sock -uroot -proot
mysql> use mysql;
Database changed
mysql> DELETE FROM db WHERE User=’fmuser’;

Query OK, 1 row affected (0.03 sec)

7. データベースmysql内のテーブル userから、User=’<MySQL Faultmonitor user>’
という文字列を含むエントリをすべて削除します。

# mysql -s /tmp/hahostix1.sock -uroot -proot
mysql> use mysql;
Database changed
mysql> DELETE FROM user WHERE User=’fmuser’;

Query OK, 1 row affected (0.03 sec)

8. MySQLに障害モニターユーザーとテスト用データベースを追加します。

# cd /opt/SUNWscmys/util

mysql_configファイルを編集し、ファイル内のコメントに従います。

# mysql のインストール場所 (BASEDIR)
MYSQL_BASE=

# ローカルホストの mysql 管理ユーザー (root)
MYSQL_USER=

# mysql 管理ユーザー用のパスワード
MYSQL_PASSWD=

# 構成済み論理ホスト
MYSQL_HOST=

# 障害モニターユーザーのユーザー名を指定する
FMUSER=

# 障害モニターユーザー用のパスワードを選ぶ
FMPASS=

# mysqld のソケット名 (/tmp/<Logical host>.sock)
MYSQL_SOCK=

# SC3.1 に限り、物理 NIC には物理ホスト名を指定してください。
# SC3.1 の論理ホスト名は、このリソースグループを置くことができる
# クラスタのすべてのノードに属します。
# 例: 論理ホスト lh1 は、物理ノード phys-1 では hme1 に属し、
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# 物理ノード phys-2 では hme3 に属します。hme1 のホスト名は phys-1-hme1、
# phys-2 の hme3 のホスト名は phys-2-hme3 です。
# 例: MYSQL_NIC_HOSTNAME="phys-1-hme1 phys-2-hme3"

MYSQL_NIC_HOSTNAME=""

注 – SC 3.1上のMySQLインスタンスの例を示します。

MYSQL_BASE=/global/mysql
MYSQL_USER=root
MYSQL_PASSWD=root
MYSQL_HOST=hahostix1
FMUSER=fmuser
FMPASS=fmuser
MYSQL_SOCK=/tmp/hahostix1.sock

MYSQL_NIC_HOSTNAME="clusterix1 clusterix2"

9. mysql_configの編集後、mysql_registerスクリプトを実行します。

# ./mysql_register

10. MySQLサーバーを手動で停止します。

# kill -TERM ‘cat <MySQL Databasedirectry>/mysqld.pid

11. scswitch —e —j MySQL- resourceを使用して、Sun Cluster HA for MySQLリソー
スを起動します。

# scswitch -e -j MySQL- resource

12. MySQL Logicalhostを使用して、MySQLインスタンスにローカルにアクセスする
管理ユーザーのソースアドレスを変更します。

注 – MySQLインスタンスへのアクセスをソケット (ローカルホスト)からだけにす
る場合は、この手順を省略します。

SC3.0U3を使用していた場合は、論理ホストに属す rootユーザーを削除して、物
理ホストに属す adminユーザーを追加します。

注 –ノード名と物理インタフェースのホスト名が異なる場合は、物理インタフェー
スのホスト名を使用します。

次に、SC3.1でのMySQLインスタンスの例を示します。

# mysql -S /tmp/hahostix1.sock -uroot
mysql> use mysql;
mysql> DELETE FROM user where User=’root’ AND Host=’hahostix1’;
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mysql> GRANT ALL ON *.* TO ’root’@’clusterix1’ IDENTIFIED BY ’rootpasswd’;
mysql> GRANT ALL ON *.* TO ’root’@’clusterix2’ IDENTIFIED BY ’rootpasswd’;

mysql> exit;

注 – adminユーザーに Grant_privを手動で追加する必要があります。MySQLの
管理マニュアルを参照してください。

Sun Cluster HA for MySQL使用時に
MySQLを 3.23.54から 4.x.xにアップグ
レードする
ここでは、Sun Cluster HA for MySQLを使用するときに 4.0.12にアップグレードする
方法について説明します。

注 –ここでは、MySQLをMySQL 4.x.xにアップグレードする方法ではなく、Sun
Cluster HA for MySQLをMySQL 4.x.xにアップグレードする方法だけを説明してい
ることに注意してください。この手順では、新しいMySQLバイナリが前回と同じ場
所にインストールされていると見なしています。新しいバイナリが新しいディレクト
リにインストールされている場合は、新しいMySQL Basedirを使用してMySQLリ
ソースを登録し直す必要があります。

� MySQL 3.23.54から 4.x.xへのアップグレード
MySQL 3.23.54から 4.x.xにアップグレードする手順

1. scswitch —n —j MySQL- resourceを使用して、Sun Cluster HA for MySQLを
シャットダウンします。

# scswitch -n -j MySQL- resource

2. 「MySQLのインストールと構成方法」の手順 3と 4に従って、新しいMySQLバ
イナリをインストールします。

3. scswitch —e —j MySQL- resourceを使用して Sun Cluster HA for MySQLを起動
します。

# scswitch -e -j MySQL- resource

手順
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4. scswitch —n –M —j MySQL- resourceを使用して、Sun Cluster HA for MySQLの
障害モニターをシャットダウンします。

# scswitch -n -M -j MySQL- resource

5. MySQLのマニュアルに従って、MySQLデータベースをアップグレードします。

6. scswitch —e –M —j MySQL- resourceを使用して、Sun Cluster HA for MySQL障
害モニターを起動します。

# scswitch -e -M -j MySQL- resource
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